
共
同
研
究
を
実
施
し
た
目
的
を
話
す
。
同

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
先
行
研
究
や
他
の

資
料
も
ふ
ま
え
、
次
の
よ
う
な
３
つ
の
仮

説
を
設
定
し
、
検
証
を
行
っ
た
（
協
力：

早
稲
田
大
学
人
間
科
学
学
術
院
人
間
情
報

科
学
科
・
石
田
敏
郎
教
授
）。

仮
説
q
に
つ
い
て
は
、
一
般
道
路
を
想

定
し
た
交
通
環
境
の
も
と
、
ア
イ
カ
メ
ラ

を
使
い
、
昼
間
と
夜
間
に
お
け
る
ド
ラ
イ

バ
ー
の
視
点
移
動
の
差
を
調
査
し
た
。
そ

れ
を
分
析
し
た
結
果
、
ア
イ
カ
メ
ラ
の
注

視
範
囲
、
注
視
回
数
が
い
ず
れ
も
昼
間
の

方
が
広
く
、
多
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
そ

し
て
、
夜
間
の
方
が
視
野
範
囲
は
狭
ま
り

（
グ
ラ
フ
１
）、
夜
間
は
歩
行
者
の
発
見

（
＝
注
視
点
が
歩
行
者
に
い
く
時
点
）
が
昼

間
の
約
３
分
の
１
強
の
距
離
に
短
縮
さ
れ

る
（
グ
ラ
フ
２
）
こ
と
が
確
認
さ
れ
た

（
天
候
・
路
面
良
好
、
速
度
40
㎞
／
h
程

度
の
場
合
）。
ま
た
近
年
、
埼
玉
県
で
多
発

し
て
い
る
路
上
寝
込
み
事
故
を
想
定
し
た

実
験
も
行
っ
た
。
被
験
者
が
走
行
す
る
コ

と
、
歩
行
者
を
発
見
し
て
か
ら
対
応

す
る
ま
で
の
時
間
を
か
せ
ぐ
た
め
に

速
度
を
落
と
す
こ
と
、
歩
行
者
に
は

ク
ル
マ
の
ラ
イ
ト
が
点
灯
し
歩
行
者

側
か
ら
ク
ル
マ
が
見
え
て
い
て
も
ド

ラ
イ
バ
ー
が
自
分
を
認
識
し
て
く
れ

る
と
は
限
ら
な
い
こ
と
、
白
、
黄
色

と
い
っ
た
明
る
い
色
の
服
装
や
反
射

材
の
着
用
、
明
る
い
場
所
で
の
道
路

横
断
を
指
導
・
啓
発
し
て
い
る
と
い

う
。
埼
玉
県
警
で
は
、
こ
の
D
V

D
を
各
種
講
習
な
ど
の
機
会
に
見
て

も
ら
う
ほ
か
、
関
係
団
体
に
も
配
付

し
、
交
通
安
全
教
育
の
現
場
で
活
用

し
て
も
ら
う
予
定
だ
。

さ
ら
な
る
対
策
案
が
、
今
年
３
月

に
ホ
ン
ダ
が
一
般
公
開
し
た

「S

※A
F
E
T
Y
M
A
P

」（
２
面
参
照
）

だ
。
こ
の
「SA

F
E
T
Y
M
A
P

」
に

は
、
イ
ン
タ
ー
ナ
ビ
か
ら
収
集
し
た

急
ブ
レ
ー
キ
多
発
地
点
デ
ー
タ
と
、

交
通
事
故
情
報
お
よ
び
地
域
住
民
な
ど
か

ら
投
稿
さ
れ
る
危
険
ス
ポ
ッ
ト
情
報
が
地

図
上
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
今
回
、
埼
玉

県
警
よ
り
交
通
事
故
情
報
や
ゾ
ー
ン
30
情

報
を
提
供
い
た
だ
き
、
ま
ず
は
埼
玉
県
内

の
マ
ッ
プ
を
公
開
し
た
。
今
後
は
他
地
域

へ
の
展
開
も
検
討
し
て
い
く
予
定
だ
。

「
I
T
を
活
用
し
た
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、

若
年
層
を
は
じ
め
幅
広
い
方
々
へ
情
報
発

信
す
る
の
に
有
効
な
手
段
と
な
る
は
ず
で

す
。
こ
う
し
た
取
組
み
を
警
察
だ
け
で
行

う
の
は
な
か
な
か
難
し
い
面
が
あ
り
、
ホ

ン
ダ
や
レ
イ
ン
ボ
ー
モ
ー
タ
ー
ス
ク
ー
ル

の
協
力
は
大
き
い
。『
交
通
事
故
を
１
件
で

も
減
ら
し
た
い
』
と
い
う
思
い
を
共
有
で

き
た
か
ら
こ
そ
、
今
回
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

が
実
現
で
き
、
成
果
を
出
せ
た
の
だ
と
思

い
ま
す
」
と
、
官
民
に
よ
る
共
同
研
究
の

意
義
を
秋
山
課
長
補
佐
は
語
っ
た
。

平
成
24
年
の
埼
玉
県
の
交
通
事
故
死
者

数
は
２
０
０
人
で
、
こ
の
う
ち
高
齢
の
歩

行
者
は
49
人
と
全
体
の
約
25
％
を
占
め
て

い
る
。
そ
し
て
、
昼
間
と
夜
間
の
死
者
数

を
比
較
す
る
と
夜
間
は
昼
間
の
1.7
倍
と
な

っ
て
い
る
。
埼
玉
県
警
交
通
部
交
通
企
画

課
の
秋
山
一
也
課
長
補
佐
は
「
今
回
は
、

こ
う
し
た
死
亡
事
故
の
原
因
を
ク
ル
マ
側

と
歩
行
者
側
の
両
面
か
ら
究
明
し
、
事
故

削
減
に
つ
な
げ
よ
う
と
考
え
ま
し
た
」
と
、

ビ
ー
ム
で
走
行
中
の
ド
ラ
イ
バ
ー
か
ら
の

発
見
が
早
く
な
る
こ
と
も
わ
か
っ
た
。

「
今
回
の
実
験
や
事
故
分
析
な
ど
か
ら
、

夜
間
の
道
路
横
断
中
の
事
故
は
、
歩
行
者

の
無
理
な
横
断
に
よ
る
も
の
も
あ
り
ま
す

が
、
ド
ラ
イ
バ
ー
か
ら
歩
行
者
が
見
え
て

い
な
い
こ
と
が
大
き
な
要
因
だ
と
わ
か
り

ま
し
た
。
そ
こ
で
、
そ
う
し
た
要
因
を
ド

ラ
イ
バ
ー
と
歩
行
者
そ
れ
ぞ
れ
に
理
解
し

て
い
た
だ
く
た
め
、
対
策
案
の
１
つ
と
し

て
啓
発
の
た
め
の
教
材
（
D
V
D
）『
危

険
を
識し

る
〜
夜
間
高
齢
歩
行
者
事
故
を
防

ぐ
た
め
に
』
を
制
作
し
ま
し
た
」
と
秋
山

課
長
補
佐
。
ド
ラ
イ
バ
ー
に
は
視
野
を
広

げ
る
た
め
に
ハ
イ
ビ
ー
ム
を
活
用
す
る
こ

ー
ス
に
路
上
寝
込
み
者
に
見
立
て
た
マ
ッ

ト
（
寝
込
み
マ
ッ
ト
）
を
配
置
。
寝
込
み
マ

ッ
ト
に
関
し
て
は
、
夜
間
・
歩
行
者
の
発

見
よ
り
も
さ
ら
に
遅
れ
て
い
る
た
め
、
注

視
回
数
は
必
然
的
に
少
な
く
な
っ
て
い
た

（
発
見
後
の
注
視
時
間
は
長
い
）。
仮
説
w

に
つ
い
て
も
ア
イ
カ
メ
ラ
を
使
い
検
証
し

た
が
、
夜
間
の
方
が
「
信
号
」、「
対
向
車
」

へ
の
注
視
回
数
、
注
視
時
間
が
減
少
し
て

い
た
。
こ
の
結
果
、
仮
説
q
は
支
持
さ
れ

た
が
、
仮
説
w
は
支
持
さ
れ
な
か
っ
た
。

仮
説
e
に
つ
い
て
は
、
ド
ラ
イ
バ
ー
が

静
止
し
て
い
る
状
態
（
車
両
停
止
）
と
走

行
し
て
い
る
状
態
（
50
㎞
／
h
）
で
の
視

認
性
実
験
を
行
い
、
ロ
ー
ビ
ー
ム
で
は
右

方
向
の
歩
行
者
視
認
距
離
が
ハ
イ
ビ
ー
ム

よ
り
格
段
に
劣
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

さ
ら
に
走
行
中
で
は
、
ド
ラ
イ
バ
ー
が
左

側
に
光
る
も
の
（
反
射
材
）
に
目
を
奪
わ

れ
る
と
、
右
か
ら
横
断
す
る
歩
行
者
の
発

見
は
さ
ら
に
遅
れ
る
こ
と
、
歩
行
者
の
反

射
材
は
低
い
位
置
に
着
用
す
る
ほ
ど
ロ
ー
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ク
ル
マ
側
と
歩
行
者
側
の

両
面
か
ら
原
因
を
究
明

ド
ラ
イ
バ
ー
と
歩
行
者

そ
れ
ぞ
れ
に
啓
発
が
必
要

事
故
発
生
の
危
険
性
が
あ
る

地
点
を
地
図
上
に
可
視
化

夜
間
は
ド
ラ
イ
バ
ー
の

視
野
範
囲
が
昼
間
よ
り
狭
ま
る

特集●埼玉県警察本部・レインボーモータースクール・Hondaによる共同研究

夜間の横断歩行者とクルマの事故を防ぐために

仮説qwを検証するための実験では、被験者が昼間と夜間に指定されたコースを走行。
コースの途中には歩行者が立っていたり、路上寝込み者に見立てたマットが配置されている

被験者はアイカメラを装着して運転

※一般道路ではない閉鎖されたコースで実施

埼玉県では、平成23年中に県内の歩行中の交通事故死者数が大幅に増加した。
これをうけ、埼玉県警察本部（以下、埼玉県警）では、歩行者死者の抑止対策に
向けた事故原因を究明するため、平成23年12月、本田技研工業（株）、（株）
レインボーモータースクールと「交通事故削減のための協力に関する覚書」を
交わした。そして「高齢歩行者横断事故削減プロジェクト」を立ち上げ、共同
で研究を行った。ここでは、今年1月に報告された研究結果を紹介する。

仮
説
q

夜
間
は
昼
間
に
比
べ
ド
ラ
イ
バ

ー
の
見
て
い
る
範
囲
は
狭
い
　

仮
説
w

夜
間
は
信
号
等
目
立
つ
も
の
に

視
点
が
多
く
移
動
す
る
　
　

仮
説
e

ロ
ー
ビ
ー
ム
だ
と
右
か
ら
の
横

断
者
が
発
見
し
に
く
い
　
　
　

仮説eを検証するための実験の1つ。50km/hで走行中
のクルマの前方左側に歩行者Aを立たせ、右側から歩行
者Bを横断させる。
（1）歩行者A（反射材着用）・歩行者B（反射材無し）、
（2）歩行者A（反射材無し）・歩行者B（反射材着用）、

のどちらが横断歩行者を発見しやすいか比較。
（1）の場合には左の反射材に目を奪われ、右側の横断歩行
者に気づくのが遅れるため、（2）の方が発見しやすかった。
また反射材は足につけた方が、より早く発見できた。

歩行者A（静止）

ヘッドライトロービーム
50Km／h

歩行者B（横断）

▲

▲

▲

▲

▲

▲

3.5m

3.5m

2

仮説e検証：視認性実験

※以下のホームページでご覧いただけます。http://safetymap.jp

●グラフ2：発見距離比較 ●グラフ1：昼夜での注視範囲の比較

寝込み
マット

夜間
歩行者

昼間
歩行者

※発見タイミングは視点が歩行者に重なった時
※クルマの速度は40km/h

※夜間は注視範囲が極端に狭くなり、色の濃い部分（見た回数が多
い場所）が中心に偏っている

発見時のクルマと歩行者の距離（m）

注視範囲（昼） 注視範囲（夜）

39.6m

57.9m

146.4m

0 50 100 150

1、2回 3、4回 6～10回

11～20回 21～30回

31～40回 41回以上


